
議案１ 

令和８年度 ふれあい交通区域運行実証事業について 

 

1. 事業目的 

本市が主体となり運行する登録・予約制の乗合タクシー「ふれあい交通」の一部の地域に

おいて、より効率的で効果的な運行の形態や需要に応じた移動サービスを検討するため、地

域内で予約に応じて運行する区域運行型乗合タクシーの実証運行を行う。 

 

2. 事業概要（案） 

実 施 地 域 大南地域、野津原地域 

実 施 時 期 令和 8年 9月～（2ヶ月程度） 

運 行 曜 日 月曜日～金曜日まで（土日祝日は運休） 

運 行 便 数 1日 20便程度（7時～19時の間） 

対 象 者 市民（どなたでも利用可） 

車 両 普通タクシー（定員 4名） 

運 賃 200円～500円程度（予定）  ※運賃協議会で決定 

利 用 方 法 前日 17時までに予約（電話またはアプリ等ウェブ予約） 

運行事業者 一般乗合旅客自動車運送事業者（タクシー事業者） 

運 行 方 法 予約を受けた所定の乗降場所を経由しながら最大 4名で乗合い運行 

乗 降 場 所 既存のふれあい交通停留所、自治区公民館等 

終 着 地 点  地域内の駅、バス停、支所、商業施設等 

そ の 他 実証期間中、通常ルートの運行を休止 

※大南地域全 6ルート（赤仁田、樫原、弓立、中野、端登、大内）、 

野津原地域全 6ルート（入蔵、舟ヶ平、朝海、高沢、上石合、摺）が対象 

 

3. 事業計画の提出 

 令和 8年 7月末日（令和 8年度 第 2回 大分市地域公共交通協議会協議後） 

 

4. 国庫補助事業の活用 

令和 8年度「交通空白」解消等リ・デザイン全面展開プロジェクト（共同化・協業化促進

タイプ）に応募（別紙参照－応募申請書類） 

※実証運行に際して、大分市タクシー協会、大分バス（株）が交通空白解消・官民連携プラットフォ

ームに参加 

 

5. 今後のスケジュール 

4月下旬  国庫補助事業採択の可否（採択された場合、交付申請を行う） 

5月上旬～ 実施地域への住民説明会 

6月上旬～ 第 2回大分市地域公共交通協議会（事業計画について協議） 

   大分市地域公共交通運賃協議会 

8月下旬～ 予約受付開始 

9月上旬～ 実証運行開始 



 

参考資料 

野津原地域 

大南地域 
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別紙２ 


